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25.冷凍および空気調和装置

REF剛GERATIN6SYSTE仙AND A】R CONDITlONING EQUIP仙ENT

†11L一■■■llll=llL-■l■■l‖lllllL-■■■-‖llMll+■■一川Itlml+一■■■川l川Il■一■■■■朋l川‖■■■11Ml川■-■■■■川l‖】l■■■■■川l川】l■.一■■■1川I‖ll+一■■■1‖lll川l+一■■■-1川11

R立の冷独および空気は【さ和川の機器ならびに矧;チ丁との1ぷ要ほ38iF

比同様39年度も順調な伸びを示した｡

また田内浦安とともに海外輸出についても長年にわたる努ノJと聾廷

l-‖!-の俊秀性が認められ,ターボ冷凍機をはじめとして,各種冷嫌椀

空気調和機が東南アジアや遠く欧州こ統1_如こも中尉Hされ,海外におけ

る地伸二を川めつつある｡

技術面においては,掛‖,】の性徴r-J【二,機種の捌批新鮒一事■■のl川祢,

特に矧｢′H二実にこわける冷妹機の応川化があけられる｡

25.1冷 凍 械

39咋度における持味機の′ぷ要ほi;と気の調弓削帥こはいった関係で1

部の機椎でほ伸び悩みの税袋が見受けられたが人半は依然として!て洋

実な伸びを示している｡

ターボ冷凍機は依然として空調川けぷ幼が晰訓な仲びなホし,ご1寸

に密閉形の進仰がl】だっている｡また払柳｢▲拙築などビルディング

のマンモス化にともない大解品ターボ冷妹機叫占子安が岬加の帆/りに

あるが,名■l-`Jl主松坂h主にわがい1の一テロ鉱一■--■である1,000RTターボ冷

凍機の納入が完/し運転にはいった｡-▲九 申伽11もリl続き好調で南

アフリカ,中米,タイM,不粧などにRF形ターボ冷班機が納人さ

れた｡

･い昨多冷凍機は化‥;ご:二1二業,船Jl‾jと新しいク川〕;への進一llが1け三ケ州三咋

受ii三したバナナ輸送船川170F8R HMC汽ラ淡機ほ節1机 打ぎ2船と

も柑ついで′ヒ成し,好朋な航粘む就けて七戸),続いて打‡3船川とし

て57r㌻の托丈も受けている√､

チラーユニットはさらに政J辻カミ加えドJれ,フアンコイノL二Lニット

と組み付わせた冷暖ノノ乃抑二として川舶抑州1ぴなホして心り炊州への

初愉恥こも成功した｡

小形冷凍機ばぷ安が一段落Lたため,1祁の機樺では伸び悩んの

帆〔りが見受けられるが矧卿拶のシリーズのう二心こより,l∵1刺舶イL三機

そのほかの新しい分野へのも引削勺な進｢Hがほかられている｡

25.l.1ターボ冷;東棟

密閉HCR形(HCR-1～4までの4機種)および川放RF膨(RF

-1～8までの8機種)ターボ冷桃機は,空気調和川あるいは化学‾l二業

用として,それぞれの特長を生かし,発表以来順調な伸びを示して

きた｡

判こに,昨今高層姓築が具体化され,

ささえられ,従来のものより,コスト,

らさらに小形軽量で騒市,振動の少

ないターボ冷淡機の‡㌫要れニ〔激に蛸

してきた｡)

このような要望にこたえ,第1国

に示すように,帝閉形はHCR-11～

21形,1‾jH放形はRF-9～10形を標

咋シリーズとして追加完成し,従来

の標叫巨械穐を含めて,40～1,250Rl､

‾よでのJム範州の解韻二なカバーできる

こととなった｡

一力,輸出も前年にリl絞き南アフ

リカ,中米,タイ国,香港などと順

調に伸びてきた｡

レジャー踵業のチ陀批｢l勺発放生に

据付向帆 据付虫競のノよか

llCR形

ⅠミF仲之

r;り仙Iil川j

然別rlCI川き

(冷媒)トR-113-← R-11

40506380100:㌘諾0…冒0羞デOrごミご005006308001･000l'250
才子11瑠 ターフ】二冷凍機の腰坤主シリーズと冷凍舛_巨岩二

(1)1,000RTターボ冷凍機

ビルのてソモス化にともない大容量のターボ冷凍棟の需要が増

し,このたび名ハh与松坂占ミ納め1,000RT(900kW)ターボ冷凍機

が完J戎した｡心機は,RFシリーズの10形に相当する記録ぷtで,

わがト郎遠大舛昆のターボ冷塊機である｡

舞2図に1,000RTターボ冷鳩枚を示す｡,

+く機のおもな特長ほ次のとおりである｡

(a)冷媒R-11を仙川しているので,特殊なオペレータが不

出である｡

(b)ⅠくFl＼一8ノ抄と児なり,2桂馬動機と由結運転のため増

述与■壬i■ソ亡がなく,このため人容量機にもかかオ)らず静粛な運転が

できる｡

(c)高速州転用として,新たに開発されたメカニカルシー′レ

を悼月+しているため,･帥J欄;からの冷媒の漏えい,乍尖もの促人

がない｡

(d)1,2段ともベーンコントロー′レを行なうので効率がよ

く,安定した運転ができる｡

(2)大容量僻閉形ターボ冷凍機

大容量密閉形ターボ冷凍機ほ,過去の経験と研究をと～)入れ,

HCR-11～21形(100～1,250RT)の標準シリーズ化を次の目的で

完成した｡

(a)冷媒はR-11を使用する｡

(b)騒音,振動が小なく,高効率運転ができる｡

節2l▲勾 RF-10形(1,000RT)ターボ冷妹磯 節3図 HCR-16形(400RT)ターボ冷凍機
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折4IズI川山∴‖′(郁に納入の船舶川IIMC冷辣機

(c)小J｢き,畔旨卜ご丸るっ

(d)碓虹,仙∵､1†:が桝傾であるっ

(e)什込生虎に上りた1即り帥ニノ心じら+しる〔

なお11CR-11へ′2りノ悼までほ,作鮒機1fT形む,11Clそ-21形は,

什紬機271形む標準シリーーズとl_,と･てに仲川卜で他称E抑ホご‾ろ▲

1おする必柴がある域子け工,HCR19彬(8t)()R′1､)1リ､卜〃)～とJのに刈‾

して肝縦機2子‾｢形キ吋シけ雉として秋作する｢,

舞3図l･こ,HCIモー-16形(4りUR'r)をホす｡

25.l.2 H仙C 冷凍横

HMC冷叫機の′ぷ掛二川りイド′ノこし三抑rJの1ノ.i変が過半数なl【iめでテが),

それに叶ナる_l二梁川のルキミが州り什するという帆J】Jであ一一,たれ3叫ご

叱らエ佗■11l■】航肌竹子ト射11叫1j潅がJやう.;旺L′,‾ト紫J‾ljが`才:相月Hj叫ノ.;

要糾ょし､めて′i白い越し/た｢,

ニi9イド雌のHMC恥束機叫/すご要ゾ)動向ろ_′小一‾j‾納入九の例に一ついてjf占

へヾ､ノ

ー＼勺‥

(1)齢舶J‾】‾+HMC冷棟機

ハ=り-.1テ～′(舶件J℃三川二の新′■て-上l_たノニナナiう言放輸送舶川に75kWの

17()F8Ⅰく-CW HMC稚拙機1()f-が納人さJtた(.ヰニ伐ほ船舶jl‾jと

LてNK_rゞよびロイドの‥王-り別技の越川む受け,似秀な成約左･もっ

て-｢丁格したも〆)で,すでに脱仙臼アメリカのノミナナIl伽玉に従小二し

ている‥ な心,さL■_Jにl･f川上冶叫省一†〝)山加糾ぷ上がチノ亡止し,冷淡機5

子㌻のj日加受ぎ_l三な柑ている｡

25.1.3 小形冷凍横

川放形′J川ラ冷淡機は咋々`ぷ柴も岬仙し,火遁した′f三産を泉たけ了1了域

に〃場合しているが,39†H_臥工この開放形のほかに新製■--I■■として僻閉

形小形柁棚機むlうHタ己しlいおの安ノlこに止こじられる態勢を当たえた｡

(1)仲間形小什多托棚依

頼閉形小Jけ冷淡機は`-は刺機F】りJで0.21くWから10,8lくW まで

で,ニノニウ指人指戚川3機稚,水?1i人ilラ戌川2磯雄,乍ili人指山川2

機帆 水冷Jしil号山jjl】4粍稚キ附附-■■■として/卜推し,一般り:ウ1も朋仰

矧l-′こ亡のほか,恒縦帖i王道斗甜l二,f汁=l川i'戊川?令枝川心よびシ三】-ケ

ースなど多ノ畑如こ佐川されている｡

木機の特長は次に述べるとおりである｡

(1)冷凍機川圧縮機には令婿閉形二†ゴよびごド枠順J例i_三郷機を址川

しているため,小形軽追にまとまf)据付耐続も′トさく経書舟′l勺な設

計ができる｡

(2)拒励,騒拝も少なく,冷根揃えいの心性1′f)たい｡

(3)安全矧l''Tたおよぴl::1助迎11巨ミ矧r′ほミ〕t川;iしているので,人手な

要せず,また都政を未然に防止することができる｡

(4)据付けを考慮して凝縮器のサイドカバーは前後互換性のあ

る構造にしてあり,クーリングタワの使用もできるよう水配管を

ぷけてある｡

評 論 節47巻 打う1弓▲

祁5川 50‖1Clノ(_().41(Wり)?引1し川手小形㍍川りな

r二j

節6l一ズ122l亡W チ ラ ー1二L
ニ

ッ1

25.1.4 チラーユニット

チラーニLニットは:‾i8叶･ト土に肘掛-1‡'トとして覇王衷しエニカ＼乍気調和柴

f仙こ1く械1‡しノ仲川すjl(11ニニーイこび)六川柑～が少な･こで‾∂てトニと,設僻二l二

･如ミ†帥j卜亡あること■などの+･l川!で非一.桝二好.汁な帖羊し,各プ了向から多

くのiト丈左′和一⊂いる〔よた,納入されたものほ彷桝で順訓な二砂転を

?J■なっているr,

39叶他の後二卜rLりさらに糀々♂)山で政一汁な加えた馳■ll-1な完成し,

!以ノ亡を榊胎した｡その心もな政1も･1くは下JJのとおりである｡

(1)水冷去‖附こ特殊の桃遇を抹川し,また,小容見のものには

仝辞‡閉形Jt三郷機を快川し,さらに小脾隆一阜-i:化した｡

(2)水冷付そ:､‡の†肘′て了シシ1＼1甥くの‾ノノ土七とし,分解,紺牧などの際に

伯い′て亨の叶い)こわしを必安としないようにした｡

(3)冷水および給付水の=入1-けJイf州l帥こまとめ,邦伽こより

/【側にしたいJ胡･｢丁にも竹ril一に月ユ1詣で変如できるようにした｡

25.2 空気調和用機器

39中性の空気調和JH機諸芸の詔要は,経ラ剤､†■手勢の悲化にもかかわら

ず,38年比を上回る伸びを示した｡

パッケージノlラ空調機においては,2.2kWの新機種の_発表および全

機稚のモデルチェンジに上って,灯.沖引■しぃしている｡また,東南ア

ジアをほじめとして欧州㌻m■ま卜＼の4耐1ほミ子‾fなわれ,EEC山域への輸

出の足j+い)とすることができた｡

スプリットクーラは従来の血膨式のほかに,新しく冷水を使用す

るフアンコイ′レユニットの′卜席を開始した∩本棟ほ冷房能力が0.5

?′1†械トンのも〟‾)か上lノ2/て了i心l-ソノ〉ヰ)〟)一･1ミで〟)4椎鮮iで,チラーユニ

ットと机7人｢ナJ)せて,人きなど′し,ll+く凍Jぅミニ〟)i乍)ノブに巌過な製■11i-tで,

今後ますます需要の脚人が_見込まれる｡
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冷 凍 お よ び

第7図 RP-304水冷式パッ

ケージ形空気調和磯

第8図 RP-505水冷式パッ

ケージ形空気調和機

25.2.1/くッケージ形空気調和磯

(1)水冷式パッケージ形空気調和機

39年皮製品は,全機種のモデルチェンジを行ない,寸法,重量

の軽減,構造の改良を実施し,さらに2.2kW出力の新熟罷を加

え,1,5kW出力から,21.6kW出力までの8機種とし,水冷式パ

ッケージ形空気調和枚の新シリーズを完成することができた｡

この新シリーズでは,新しく設計した2.2kW2榛全密閉形圧

縮機,5.5kW全密閉形圧縮機,および10.8kW半密閉形圧縮機

の3機種を採用し,1.5kW出力から5.5kW臼1力までは全締閉形,

7.5kW出力および10.8kW Hl力は半密閉形と,圧縮機において

も,一つの系列が完成された｡これらの圧縮機の採用iこより,製

品の性能は,一段と向上し,騒音の低減にも大きな実績を示した｡

販売面では,新シリーズの製品に人気が集まり,金融の引締め

にもかかわらず,前年度を上回る実績をあげた｡輸出においてほ,

東南アジア･欧州市場を中心として一段と飛躍し,アメリカ製品

と性能,価格の面で十分対抗しており,将来大いに期待できる段

階に到達した｡

(a)1.5kWおよび2.2kW水冷式パッケージ形空気調和機

この機種は,詩形であり,特に騒音を低くすることを限L】と

して設計されている｡また,生産の集中化を含め,1.5kWと

2.2kWを同一キャビネットで製作するなどの1二夫をこらして

ある｡

(b)3.75kWから10.8kWまでの水冷式パッケージ形空気調

和擬

製品の主力となるこのクラスの機種には,38年度市販した

RP-504,RP-754の外観を採用し,さらに塗色,銘板を改良

し,統一したデザインのものを完成した｡このものほ5.5kW

全密閉形圧縮機を採用したこと,従来11kWは5.5kW2台で

2サイクルに製作されていたが,今回10.8kW半密閉形圧縮機

の採用によって,1サイクルに取まとめることができたことな

ど,数多くの改良により,大幅な商量軽減と寸法の縮小がで

きた｡

(c)15kWおよび21.6kW水冷式パッケージ形空気調和横

大形の15kW以上の製品を,従来の2サイクル方式を採用し

ているが,21.6kWでは7.5kW3台から10.8kW2台の2サ

イクルとなり,両機種を通じて,重量軽減および寸法の縮小が

行なわれた｡

(2)空冷式パッケージ形平気調和磯

部市部における夏季の水不凪土;拝しく,冷び川冷却水はもちろ

んのこと,飲料水までも不足する1人態であった｡このような現状

にあって,冷却水を必要としない空冷式パッケージ形空気調和機

琴近衰

空 気 調 装 置

第9図 RP-204A空冷式パ

ッケージ形空気調和供

217

第10図 RP-502H ヒート

ポンプ式バッケーージ形

は,なんら支障なく運転を継続すること

ができるので順調な販売実績を収めた｡

39年度は従来販売していた出力1.51(W

(形式RP-202C),3.75kW(形式RP-

502A)およぴ5.51くW(形式RP-752A)

の3機種に全面的な改良を加えるととも

に出力2.2kWを新製一指として市販し

た｡すなわち出力1.5kW(形式RP-

204A)にほ従来のコンソール形を踏襲し

たが,1.5kW全稗閉形圧縮械を採用し,

外観および主要部品を水冷式パッケージ

形空気調和機と共通とした｡また新製l張

出力2.2kW(形式RP-304A)と3.75

kW(形式RP-505A)および5.5kW(形

式RP-755A)の3機種はリモートコン

第11図 RT-504ク

ーリ ングタ ワー

デソサ式とし,外観,デザイン,圧新株

などほとんどの部品を同出力の水冷式パッケージノ捗増光調和機と

共通にした｡

これによりこの製品は4機種とも全密閉形圧縮機を採用するこ

とになり,性能が一段と向上するとともに大幅な小形軽量化が実

現した｡

(3) ヒートポンプ式/くッケージ形空気調和機

39年度瓢罷は従来から販売していたRP-502H 心よび RP-

752Hの2機種に加えてRP-1004札RP-1504H,RP-2004H,

およびRP-3004Hの4機種を新製ぷlとして販止し,介計6機種

となった｡これにより出力3.75kWから21.6kWまでのヒート

ポンプ式パッケージ形空気調和枚のシリーズが完成したことに

なる｡

こ‾の矧訂lは1台で冷暖房が兼用できると同時に冬期の暖房費が

著しく廉価となるので新規の空調計向を行なう旅館,工場,事務

所などでは本製l枯が採用され好評である｡

25.2.2 標準クーリングタワー

木原準形クーリングタワーは,パッケージ形空気調和椀用として

適合するよう特に小形,高性能としてある｡39年度製品は,在来の

製品であるRT-503からRT-2003の外観,寸法を従来どおりと

し,性能面の向上をほかり,外板の脱着を容易として,保守取扱い

を便ならしめた｡機種は従来どおり5機種で,RT-504からRT-

2004として,多‾方面に利用されている｡

25.2.3 ス70リットクーラ

39叫度は,38年度販売の冷媒を班用したスプリット形クーラに加

え,冷水,温水を使川して室内の冷暖房を行なうフアンコイルユニ
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第12図 RF-154F 床置形ファンコイル
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第13図 RAC-304CDトランクタイプ

カークーラ

ットを新製品として販売した｡

(1)スプリットクーラ

家庭の居間あるいは分散した室内の冷房を一台の冷凍機を使用

して行なう場合にほこのスプリットクーラが有効である｡39年度

はRAS-103U,RAS-203Uの2機種を生産し,各方面から好評を

得ている｡

(2) ファンコイルユニット

スプリットクーラと同様に,分散した室内にユニットを設置し

てチラーユニットあるいはボイラと組み合わせて冷暖房を行なう

場合に有効である｡39年度は床置形ファンコイルユニット4機種

を新製品として生産した｡

25.2.4 キャブクーラ

キャブクーラは従来から製鉄,製鋼工場などに使用されてきたが,

39年度は安全および衛生的な見地から使用範囲が広くなり,圧延工

場,鋳造工場あるいは熱処理工場などの天井クレーンにも使用され

た｡39年度はRAK-303S,RAK-503SおよびRA-753Sの標準枚種

に加え,インドのASP納めの直流電源用ワンユニットタイプのキ

ャブクーラを生産した｡

天井クレーンにキャブクーラを使用することによって安全衛生面

はむろんのこと,作業能率は大いに改善されるので今後大いに期待

できる製品である｡

25.2.5 カ ー ク ー ラ

39年度はニッサンセドリック用純正カークーラに加えてトヨペ

ットおよびプリンスを対象とした汎用形カークーラの生産を行な

った｡

(1) 日産純正カークーラ

セドリックカスタムおよびスペッシヤルを対象として,トラン

ク形およぴダッシュ形の2機種を生産した｡ダッシュ形は外気導

入用と車内空気循環専用のブロワを各1個ずつ設けて従来のもの

を上まわる冷却速度,効果を得ることができた｡これに加え,ク

ーラユニットのデザインを一新し,申の豪華さと相まって製品の

優秀さが認められている｡

(2)汎用形カークーラ

汎用形カークーラとしてトヨペット,プリンスに装着できるト

ランク形を生産した｡汎用カークーラは車のリャートランクに容

易に装着することができ,しかも,リャートランクI勺を広く使用

できるよう設計されているので,性能の優秀さと相まって好評を

博すことができた｡

第47巻 第1号

第15図 RC-1205M形冷凍蔵シ

ョーケース

25.3 冷凍機応用製品概況

冷凍機応用製品の需要も昨年に引続き活発で,その用途も多種多

様にわたり販売棟種も20数種に及んだ｡

冷凍ショーケースにおいてほ販売対象を考慮して店頭の販売容器

としていっそうの効果をあげるため,前面高さを従来にない低いも

のにしたこと,冷蔵ショーケースにおいては,ビール専用の冷蔵シ

ョーケースやオープソショーケースを開発したこと,わが国で初め

ての硬質ウレタンの自家発泡を採用した大形のオープソショーケー

スであること,さらにウォータークーラにおいてほ東海道新幹線専

用のウォータークーラを完成し,また一二等寝台車専用の特殊小形

ウォータークーラを開発したことなど幾多の新機軸を盛り込んで

いる｡

25.3.1冷凍ショーケース

RC-1404L形冷凍ショーケース

近年アイスクリーム,冷凍食品の店頭販売が増加している｡とく

にアイスクリームの場合,販売の対象が小さい子供なので,これに

適したショーケースを設計することが必要である｡RC-1404Lはと

くにこの日的のために製作されたもので,小さい小供がセルフサー

ビスできるよう前面高さを従来のものより低くし,かつ赤色のふた

とゴールドの化粧わくにより展示効果にすぐれたデザインとした｡

この機種には複層硝子付前後引戸式のドアを採用し,引戸レール部

に凍結防止ヒータと排水構造を取付けたので衛生的で取扱いやす

い｡特殊な冷媒通路方式を持つアルミニウムロールボンドシートの

蒸発器を採用しているので庫内は均一低温に冷却され,さらに幅広

い寸法になっているので多品種の展示に適している｡またスライド

照明とともに庫内の照明も行なうことができるようにしたので貯蔵

品を美しく展示することができること,ランプケースの上は大形の

カウンターテーブルになっているので販売に便利であることなども

特長といえる｡

25.3.2 冷蔵ショーケース

(1)RC-1205M形冷蔵ショーケース

本ショーケースは正面に引戸式のドアを兼ねたショーウインド

を取付けたまったく新しい形の冷蔵ショーケースで,主として薬

品店用として設計されたものであるが,薬品以外牛乳,ビール,

そのほか一般の用途に広く使用されている｡その特長としてほシ

ルバーの化粧わくをつけたキュービックタイプで展示効果にすぐ

れているととも己こショーウインドが引戸になっているのでセルフ

サービスが可能であり,大形のアルミニウムロールボンドシート

の蒸発器とフロストパイプにより距1勺は均一低温に冷却され,蒸

発器,引戸レール部など露がつく部分には露受けと排水構造を取
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第16図 RC-2804MB形冷蔵ショーケース

第17図 RC【5604LO形オープンショーケー

ス(冷凍用)

第]8図 RC-2204MO形オープ

ソショーケース(冷蔵川)

酵
第19図 RC-1104B形冷水ショ

ーケース

り付け露処理を完全にしたことなどである｡

(2)RC-2804M王i形冷蔵ショーケース

従来冷蔵ショーケースは牛乳をはじめ乳製品の貯蔵販売に用い

られる場合が多かったが,近年ビールの販売にも盛んに使用され

るようになりビール専用のものの要望が漸次高まってきた｡

RC-2804MBはこの需要に応ずるために設計されたものでビー

ル大瓶を立てたままで2段に効率よく貯蔵でき,さらに下段には

特大瓶をも貯蔵できるようにしたビール専用の冷蔵ショーケース

である｡

25.3.3 オープンショーケース

(1)RC-5604LO形オープンショーケース(冷凍用)

最近スーパーマーケットをはじめセルフサービスによるアイス

クリーム,冷凍食品販売用のショーケースの需要が増えてきたが,

本ショーケースはこれにこたえるために設計されたものでオープ

ソ状態で-20℃の低温を保つことができる最高級の冷凍ショー

ケースである｡その特長としては内箱全面の強力な冷却掛こ加え

庫内空気冷却用の上部冷却器がついているので冷却刀にすぐれて

いること,断熱材としてはほじめての硬質ポリウレタンの直接発

泡を用いていること,タイマーと温度調節掛こよる定時式完全自

動除霜装置をつけていること,ショーウインドには4重の複層ガ

ラスを使用し,引戸式のナイトカバーをつけて使用しやすいよう

にしたこと,コードヒータによる露付防止を各所に施したことな

どである｡

(2)RC▼2204MO形オープンショーケース(冷蔵用)

従来の冷蔵ショーケースはほとんどが背面にドアをつけたもの

であったが,本棟はその前.面にショーウインドをつけ,その上

に開口部を設けたもので,大形で逆L字形のアルミニウムロール

ボンドシートにより均一な躇内温度を保持するとともにオープソ

状態において安定した冷却能力を発揮することができるもので

ある｡

25.3.4 冷水ショーケース

38年度に製作したRC-1103B形をもとにして,これに種々検討

219

第20図 WR-14A形ウォー

タクーラ

を加えRC-1104B形を製作した｡

(1)水冷却方式が従来は循環式であったが,実用性能上 影響

ないことがたしかめられたのでかくはん式を採用した｡

(2)照明用蛍光灯をのぞき販売台のみにした｡

(3)かくはん式になったので水配管,ストレーナーおよびポン

プなどが不要になり,構造が簡単になったほか,サービスの際に

は点検が少なくて済むようになった｡

(4)水槽に最高級ステンレス鋼板を使用しているほか,付属品

の運搬移動用1ヨ在車輪,王冠抜き,王冠受けおよぴフキン掛けな

どほ従来と同様完備され,冷却能力もほぼ同様である｡

結局RC-1103B形に比べて普及形といえる本棟は構造取扱いが

簡単であり,価格面でも低廉であるのが特色である｡

25.3.5 ボトルタイプウオータクーラ

前年度発売のRW-1253B形に下記の改良を加え,さらに取扱い

の便宜をほかりRW【1254B形として発売した｡

(1)貯水タンクの上部に着脱可能のアルミ製ストレーナーを取

りつけてゴミ･かすなどの流入を防止するようにした｡

(2)本体背面の冷水･熱水タンク排水口にそれぞれキャップつ

きエルボをつけたので排水処理が手軽にできるようにした｡

(3)熱水側温度調節器の取り付け位置を冷水側同様前面に移し

たので前カバーをあけダイヤルで簡糾こ操作できるようにした｡

(4)最頂部にある上ぶたに絞りを入れて補強し簡単に変形し

ないようにするとともに展示効果を高めるため青色に着色を施

した｡

25.3.る 列車用ウオータークーラ

国鉄車両用ウオータークーラとして39年度は新たにWR-14A形

(東海道新幹線用)およびWR-61形(一等気動車･一二等寝台車用)

を製作しそれぞれ国鉄に納入した｡これらはいずれも飲料水殺菌装

置を内蔵し国鉄側との共同研究により車両の振動その他の諸条件を

十分考慮した設計によるものである｡

(1)WR-14A形(東海道新幹線用)

本棟は39年10月より営業を開始した日本国有鉄道の東海道新
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第21図 WR-61形ウ

オータークーラ

幹線電車に積載するため受注製作さ

れたものである｡新幹線電車の車内

調度に良く調和した優美な外観意匠

を備えているほか,冷却水は本体に

内蔵された炉過器つきの殺菌灯によ

って十分殺菌されるので常に衛生的

に使用できるとともに,押ボタン操

作の流水弁により備え付けの紙コッ

プへとって飲用に供される｡本体に

はこのための紙コップ入れおよび使

用済の紙コップを棄てる容器が付属

｢㌔占としてつけられているので取扱い

が便利である｡

また正面吸込口裏にはサランネッ

ト製のエア･フィルタが設置され,

簡単に取りはずし清掃できるように

なっている｡そのほか冷却運転表示用ランプを備え,車両の振動

などを考慮してフレームに補強を施してあるなど特別の注意が払

われている｡

(2)WR-61形(一一等気動車･一二等寝台車用)

本棟は国鉄の一等去も軌車および一二等寝台申の洗面所内部据付

用として受注し新たに計画設計されたものである｡本機の据付場

所がきわめて狭いため本体の外法寸法に制約を受け,ウォーター

クーラとして画期的に小形化されている｡内部部品についても特

に奥行方向の余桁がないため,従来使用していたプロペラフアン

にかえてシロッコフアンを採用し,風量静圧を増しで性能の向上

をはかるとともに殺歯灯による飲料水殺菌装置を組み込んであ

る｡また使用者の便宜をほかって押ボタンスイッチおよびタイマ

ーによりコップー杯分の冷却水を限時供給する電磁弁を特に備え

ている｡

25.3.7 ドライクリtナ冷却ユ=ソト

新たに多賀工場で製作･発売された全日動運転ドライクリーナの

組込部品として洗浄用溶剤冷却用のRUT-750Q形冷却ユニットー

式を製作した｡本ユニットは圧縮機,擬締器,凝縮器強制冷却用送

風倣および電気品をベース台上部に設置し,下部に溶剤を冷却する

ため裸管コイル巻き状の蒸発器を懸垂している構造となっている｡

ドライクリーナ本体に組み込まれるため,特に全体がコンパクトに

まとめられ,組込み取りほずしが容易であるとともに,溶剤(パー

クロルエチレン)の及ばす影響について(使用材料･塗装などの点

で)特に考慮を払って設計されている｡

25.3.8 流し台組込みウオータークーラ

高級アパートの厨房流し台に組込据付用のウォータークーラを新

たにサンウエーブ工業株式会社より受注納入した｡本ウォーターク

ーラ(RUS-125P形)ほ流し台下部に組み込まれるため,架台上に圧

縮機をはじめ冷凍サイクル各部品および冷却タンクなどが設霞され

た状態でキャビネットは取り付けられていない｡冷凍サイクル各部

品は標準品RW-1253P形ウォータークーラと同様のものを使用し

ているが流し台内部組込みのため,全体外形寸法に制約を受け独特

の部品配置となっているほか配管接続や断熱保冷処置などにも特別

の考應が払われている｡

25,4 冷凍および空気調和装置

39年虔における冷凍装瞑,空気調和装繹の需要は,38年度同様順

調な伸びを示した｡

特に自動車エンジンの性能試験を目的とした環境試験装置の完成

は,航空機,ミサイル関係および中両部.札 燃料,自動申などの性

77ン
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第22図 RUT-750Q冷却ユニ ット

能試験に是非必要な設備として今後大きく期待できる｡

また空気調和装置を主体とするビル設備ほ前年度に引続き順調な

伸びを示し,総合メーカーとしての特色を生かした日立のビル設備

は納入実績の伸びにつれてますます好評を博している｡

25･4.1冷 凍 装 置

昭和39年度における冷凍装置の需要は昭和38年度に引続き活況

を呈しておら,-40℃以下の低温冷凍装置が多かった｡特筆すべき

ことほ,冷凍機を使用した環境試験装置,耐侯試験装置など製品の

環矧こ応じた硬用性,性能を検査する設備と,ガスを低温で液化さ

せ,大量のガスの運搬および貯蔵を可能にするガス液化装置の需要

が増加したことである｡これらの装置のうち代表的なものは次のと

おりである｡

試験装置として某社に納入したエンジン試験装置は,気温を-30

～十30℃,湿度を90～30%RIi(ただし15℃以上において),気圧

を大気圧より526mmHgまでの広範囲の試験を行なうものである｡

この装置は,冷却,加熱 増湿,減湿および減圧の五つの装置から

構成されており,次のものを実験,検討する｡

(1)各種エンジンの各種状態における特性解析｡

(2)気化器,エンジンおよび電装品の耐寒試験｡

(3)潤滑油,燃料および冷却剤などの特性試験｡

(4)各種エンジン,エンジン補器の車載時における低温特性｡

本装置ほ高温から低温まで変化するうえに,湿度,圧力を変化す

るため,実験室の気劉持造,材質上の問題点などに十分注意が払わ

れている｡また試験室と空気調和器をコンクリートの一体構造とし

て装帯全体の据付面積の減少に留意している｡ほかに,実験室の火

災時にCO2を自動的に噴射し,同時に各機器を停止して適切な消火

機能を発揮できるよう保安設備にも十分考慮が払われている｡

ガスの液化装置ほ,LPガスなどに需要が多かったが,そのうち

にほ某社に納入した,炭酸ガス液化装置がある｡これほ,18kg/

Cm2,-25℃の液化炭酸を製造するもので,大気圧の炭酸ガスを昇

托し,冷却液化させる装置である｡昇圧用圧縮機には日立バランス

形2段炭酸ガス圧縮機を用い,20kg/cm2g∃三で昇圧する｡アフタ

クーラで,炭酸ガスを約50℃まで冷却し,脱水,脱油した後,R-22

を使用した全自動2段圧縮式日立HMC冷凍機を用いて,-25℃で

液化させ18kg/cm2gで貯蔵する一連の設備である｡本装置は最

終的に液化炭酸中に,水分が50ppm以下,油分が4ppm以下と規

定しているため,炭酸ガス中の油分,水分をできるだけ有効かつ確

実に除去するための脱水器,油吸収器を設け,さらにこれらの再生

を容易に行なうような構造にしてある｡また高温ガスを高圧低温の

液体にすること,水分による材料の腐食および圧力変動による固形

化(ドライアイス)防止のため,タンク内の圧力微動調整,各機器の

構造および材質などに十分の注意を払っている｡また操作,運転が

容易にできるよう自動化を行ない,あらゆる面で安全表示を行なっ
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ている｡

25,4.2 空気調和装置

昭和39年度における空気調和装琵を主体とするビル設備(空調,

衛生,電気)の納入実績は前年度を上回る順調な延びを示した｡総合

メーカーとしての特色を生かした目立のビル設備は年とともにその

実績の延びにつれてますます好評を博している｡

また本年度は特殊な産業空気調和装置の一分野として日本通運株

式会社が晴海埠頭に建設中のわが国最大の規模を誇るバナナ倉庫

(燻蒸,熟成)用として特殊空気調和設備を日立独円の技術により開

発して一括受注し鋭意施工中である｡

昭和39年度に完成納入および受注したおもなものは,ビル関係で

は東京プリンスホテル,科学技術館,日本電波塔,阪急交通社ビル,

川崎ビル,横浜西口地下街,芝ボーリングセンター,浜松町ターミ

ナルビル,藤伍デパート,日立造船株式会社本社ビル,岡山富士ビ

ル,長岡観光会館,福井県民会館,仙台鉄道病院など,工場関係で

は日本レイヨン株式会社宇治,岡崎羊場,サッポロビール株式会社

全工場,日産自動車株式会社横浜,追浜,座間,吉原工場,三共株

式会社品川工場,田辺製薬株式会社大阪工場,帝国人絹株式会社三

原工場,銚子醤油株式会社銚子工場,野田醤油株式会社野田工場な

どの一般空調,産業空調,冷却電気設備がある｡

またアイススケートリンク冷却設備としては長岡観光会館,熊本

YMCAスポーツセンター,仙台南光学園屋外体操場を受任,納入

実績においても業界の首位をしめ好評を博している｡

25.4.3 ビル用空気調和制御装置

境近の大規模ビルディソグの空調設備はターボ冷凍概を中核とし

た複雑な熱プラントを形成している｡この空調設備をより能率的,

経済的に運転するためビル受変電設1嵐 空調衛生設術,エレベータ,

および標準時計装置を一括して集中監視制御する方式が広く用いら

れるようになった｡弟7図は代表的なものとして愛知少其西庁舎納の

空気調和衛生監視制御盤を示す｡温度,湿度の制御は電子式および

電気式温度,湿度調節装置で自動制御され かつビル内空気調和お

よび衛生,消火系統はグラフィックに表示されている｡グラフィッ

クのデザインは近代的ビルディソグにふさわしいもので,機器シン

ボルはそれぞれ照光するほか故障の際は点滅,警報して複雑なビル

空気調和系統を確実には経できるようにしてある｡

25.4.4 空気調和装置自動制御用機器

空気調和装置自動制御用棟器は,用途から考えると,ターボ冷凍

機用機器,ビル空調用枚器および列中空詞,ユニットクーラなどの

制御機召割こ大別される｡ターボ冷凍枚用は,その冷凍容量や精度に

より電子式が用いられたり,電気式が用いられたり制御の組合せも

色々である｡ビル空調用としては,電子式,電気式が自由に組み合
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第24図 ビ ル 用空気調和監視盤

わされて最も経済的に有効な制御がビル全体として行なわれる｡列

車空調,ユニットクーラにはおもに電気式が用いられている｡これ

らの設備は年ごとに需要の伸びを見せ,自動制御用機器もそれぞれ

用途に応じた新機種の開発,改良が行なわれている｡

(1)電子式調節計

ビル空調の暖冷房用制御機器としてVB32-Ell形温度調節計が

多数納入された｡この調節計は比例2段の制御を行なうことがで

き,複雑な外気温度補倍,給気温度補償回路を内蔵し,検出温度

により1台の調節計で,暖房用と冷房用二つの操作端を駆動する

ことができ,高度の空調を行なうことができる｡イースタンビル

をはじめ日立製作所神奈川工場,大阪の日立造船ビル,名古屋の

日産会館,そのほか各地の大形ビルに納入された｡またVB53【E

形温度調節計が開発され,ビル空調用で補償回路の不要な比例調

節計として使用されている｡

ターボ冷凍機が大形化し,ダンパも大形となり従来のコントロ

ールモートルよりトルクの大きいものが必要となり,Ⅹ-EAV20-R

形コントロールモートルが開発された｡公称トルク20kg-mのも

ので,大容量のターボ冷凍枚用に取り付けられ,全国各地に納入,

良好に運転されている｡

(2)電気式調節器

ターボ冷凍機には保安用としても電気式の調節器が使用されて

いる｡氷結防止のために,ある温度以下になると優先操作信号を

発したり,停止したりする働きをもつもので,これらに用いるも

のとしてVTll｡6-SHl,-WHl,-SRl,-WRl形オンオフ調節器が

開発された｡また,小容量のターボ冷凍機用電気式比例温度調節

器として,夏用のVTllO5-SHl,冬用のVTll｡5-WHl形調節器が

開発された｡それぞれの用途に応じた設定点と動作範四を与え,

冷凍椀の安全運転に役立っている｡

列車用の空調,冷暖房用調節器の需要が増加している｡VTllO6

-CT形,VTllO6-BT形温度調節器は列車暖房比例制御用として特

に作られたもので,前者は暇掛の下用,後者は特に天井九わく周

囲にコンパクトに取り付けるた捌こ感温部が円弧状に琴曲してい

る｡耐震も十分に考慮されている｡

このほか,ターボ冷凍機バイパスコントロールに用いるⅩ-SS9

形制限抵抗箱,特殊用途のコントロールモートル用にⅩ-CMR形

リレーアンプなど,補助機器類の開発も活発に行なわれた｡

25.5 暖房用横器

25.5.1日立温風暖房轢

35年慶にわが国において,いちはやく温風暖房機を発売以来,年

々好調に進歩発展を垂れ 今日ではかなり広範日削こわたって,温風
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第25図 HP-20S形温風暖 第26図 HP-30S形温風暖

房機 房機

暖房の利点が認識されるに至っている｡

R立製作所でほ,39年度,例外分工場を.設立し,従来の2倍以_L

の生産能力を誇る大暖砧枚車用‾Ⅰ二場を新築して,生産棟種および生

産量の一大飛躍を行なった｡すなわち,従来の4機種(HP-20,H

P【30,HP-45,HP-125形)のほかに,39年度はさらにHP-20

S,HP-30S,HP-200およびHP-300形の4機種を新たに開発

し,合計8機種の市販を行なっている｡(従来のHP-20形は容量増

大化してHP-25形に改称した｡))

新棟種の主要仕様は次のとおりである｡

機 種

最大放熱量
(kcal/h)
本体寸法

幅×奥行×高
(mm)

噴燃量
(J/h)

使用燃料

電 源

暖房概略面
積 (m2)
重 量

(kg)

HP-20S

20,000

570×570×

1,400

HP-30S

30,000

850×585×

1,800

3.0

灯油または軽油

A.C.,1¢,
100/110V,
50/60c/s

70へ/200

120

3.8

川左

A.C.,3¢,
200/220V,
50/60c/s

lOO～300

220

HP-200 HP-300

200,000 300,000

1,600×1,2401,900×1,440

×2,500 ×2,500

26 39

B重油 同左
A.C.,3(ム, A.C.,3¢,
200/220V, 200/220V,
50/60c/s 50/60c/s

650～2,0001,000～3,000

1,100 1,500

(1)HP-20S(第25図)

もっとも安価で小形の機種であるが,毎朝1何着火するだけで

あとは終日,ルームサーモスタットにより自動運転を行ない,室

温が上昇すれば自動的に,パイロット･ファイ刊こ切り替わるの

で便利で経済的でもある｡オイルバーナには長寿命で燃焼性能の

すぐれた,ステンレス製ジェット･アクション式蒸発形/ミーナを

用いている｡

(2)HP-30S(弟2る図)

この機種ほ室内設置形(ダクト接続はできない)のスタンダー

ド機として開発したものであるが,オイルバーナには従来より実

績のあるHP-30形(これはダクト接続もできる)のガンタイプ

バーナを使用しているので燃焼性能は変わりないが,HP-30と

違ってプロペラフアンを用いて安価にしている｡

(3)HP-200,HP-300(第27図)

両機種ともB車:油だきとして開発したものであり,工場,中小

ビル用などに使用されている｡パージ方式の重油バーナを採用

し,HP-300用のものほ,さらに高低2段日動切符装置と11動ダ

ンパ制御装荷を兵術している｡両機種ともダクト申用棟である

が,プレナムチャンバも取付可能である｡

25.5.2 日立温水ボイラ

欧州においては,一般車務所はもちろん,家庭にいたるまで,こ

評 論

第27図 HP-200形温風暖

房機

第47巻 第1号

第28図 WP-40形温水ボイラ最

大出力41,000kcal/h(WP-25

形もこれと相似形で,最大出力

27,000kcal/b)

の種,温水ボイラが広く普及しているが,わが国においても,最近,

ようやく着目され進展する気運にある｡日立製作所では永年のボイ

ラ技術を生かし,いちはやく39年度,WP-25形およびWP-40形

(弟28図)の2機種を量産販売し,好評を博している｡これらの小

形温水ボイラは,｢ボイラおよび圧力容器安全規則+の適用を受けな

いものであり,完全自動式でもあるので,だれにでも操作でき,温

水暖房(温水放熱器,ファンコイルユニット,パッケージ形エアコ

ソディショナ,非戸水クーラなどと組み合わせる),給湯用(風札

シャワー,洗面所,台所など)をほじめ,二l二業用にも使用できる｡

ボイラ本体はステンレス鋼で,使用燃料は灯油である｡

25.d エレクトリックエアクリーナ

ビル･工場などの空調設備の一環として空気清浄装置が年々重要

視されてきており,エアクリーナの需要が急速に増加してきた｡

最近の空調設備はセントラル方式から各階ユニット方式が採用さ

れる傾向にあり,中容量の装置(50～500m3/minの風量を処理する

もの)が数多く出るようになってきた｡

かかる状勢に対処するために昭和39年度は｢使いやすく+をモッ

トーにしてHA形,HB形の大幅な改良を行ない,全■面的に新形に

移行している｡日立パッケージ形エア･コンディショナに但結する

HBP形･VBP形ほ新HB形との統一を図り,PB形として新しく

発足した｡

また一方一つの部屋の空気清浄を簡単に行ないたいという要求が

多くなり,業務用の空気清浄器としてUDP-10･UDP-20の2機種

を開発した｡

注文品としてはHA形タイプを固定洗浄にしたHG形,HB形タ

イプで前処理フィルタの洗浄ができるHS形などを製作した｡

25.る.1HÅ形エアクリーナ

HA形エアクリーナの実績は昭和34年以来数百台におよび,各方

面に納入して多大の好評を得ている｡昭和39年度は今までの使用

実績を十分に検討し,さらに構造･性能･取扱いの面で大幅な改良

を加えた新形を製品化した｡

そのおもな改良点および特長ほ次のとおりである｡

(1)電梅には従来の蜂巣状電離部に代わり,HA形用複電離線

電離を開発し採用した｡これにより装置の奥行は600mmと蒔く

なり小形化した｡

(2)高電圧発生部にはシリコン整流器を採用し,電極間を短
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第30図

絡するじんあいを焼切る能力を高めるなど電源部の信頼度を向上

させた｡

(3)装置の保護としてほ従来の自己復帰回路に計数回路を付加

し2次側の完全短絡の場合は約1分間で1次側を遮断し,短絡表

示灯を点灯させる方式にして万全を期した｡

(4)安全装置としては従来の高圧電荷リーク方式(ドアをあけ

るまでに約1分かかる)に代わり,瞬時接地方式を採用したの

で,安全性が増加し,保守が気軽に行なえるようになった｡

(5)洗浄管の走行枚構を大幅に改良し,ワイヤロープの伸びに

対する吸収機構を新設して,洗浄のための手数を減少させた｡

(6)装置を調和器の中に組込む従来の方式に対して,3方にケ

ーシングを設け,フランジ接続方式にしたので据付けが容易にな

った｡

(7)電源箱,到制箱の幅および奥行を統一し,装置側面で裏面

酉己線が行なえる設計とした｡

HA形エアクリーナほ風量265～3,000m3/minを処理するもの52

機種を標準化し,短納期の需要に対処できる態勢を確立した｡

25.占.2 H8形エアクリーナ

HI弓形エアクリーナはセントラル方式,各階ユニット方式として

広く使用される椀種である｡従来風量25～300m3/minを処理する

もの8磯種があったが,これを40～350m3/minを処理するもの7

機種(40,60,90,130,180,250,350)に統一して新形をヨ執吊イヒした｡

そのおもな改良点および特長は次のとおりである｡

(1)電極は電離部,集じん部とも改良を加えて小形化した｡

(2)これに伴い装置の気流方向長は約300mmの薄形となり,

据付面杭が既存相当装置の半分以下で済むので,従来のメカニカ

ルフィルタにとって代わり気軽に利用できる｡

(3)高電圧発生部にはシリコン整流器を採用し,高圧l､ラン

ス,高圧コンデンサ,保護抵抗など高圧部品をすべて油中に格納

したため,小形,長寿命であるとともに高圧部の保守が不要で

ある｡

(4)洗浄ノズルは詰りにくく,また低い水圧(0.5kg/cm2)で噴

射する新形ノズルを採用した｡また排水口には負圧70mmAqに

耐えるU字形トラップを設けた｡

(5)洗浄は電磁弁をつければタイマーによる任意の時間自動洗

浄ができる｡

(6)安全に対してはドアをあけることにより高圧充電部が接地

される方式として万全を神化た｡

(7)保護は電梅での異物短附こ対する胱抑)能力を増し,焼蜘

PB-75結 合 例

I

第31囲 UDP-10 外 観

223

第32図

UDP-20 外 観

り後l'1動的に正仰こ復する方式とした｡

25.る.3 P8形エアクリーナ

PI∋形エアクリーナほ目_1‡ノミッケージ形エア･コンディショナの

吹込Uダクト接続口に直結できる装置で,3.75kW用,5.5kW用,

7.5kW用,10.8kW用,15kW用の新形5機種を製品化した｡

従来と異なるのは本体を新HB形エアクリーナと共通にしたため

直結用フランジ,支持足(高さ調整可能),しぶき止め箱を取付ける

のみで室r勺用PB形となることである｡なおしぶき止め箱をとれば

ダクト接続用として使用できる｡

25.る.4 UDP形空気清浄器

UDP形はフアンを内蔵する小形業務用の空気清浄器であるが,約

30m2(約10坪)および約60m2(約20坪)の部屋にそれぞれ適用で

きるUDP-10,UDP【20の2機種を開発した｡

室内の空気は装置下部より前処理フィルタ,電気集じん器,後処

理フィルタ,活性炭,シロッコファソ,陰イオン発生器の順に通過

して,装‾置上面の吹出l+グリル(90度方向可変)より清浄空気とな

って室l勺に吹出される｡

本器の特艮は次のとおりである｡

(1)除じん,殺菌,脱臭をはじめ1部の有告ガスが除去され,

架気のビタミンともいえる陰イオ/を砦二富に含んだ桁浄な室内空

気が得られる｡

(2)どこにもマッチするデザインと簡単な操作｡

(3)電気架じん器の定期的洗浄が容易で,維持費が僅少｡

(4)う三笠かな風最で静かな運転(風量2段切換付)｡
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